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【序言】  
骨細胞は多数の細胞突起を持ち，その細胞突起により骨基質中で3次元的な細胞性ネットワー  
クを形成している。骨細胞はそのネットワークを介してメカニカルストレスを感知する細胞と  
して骨代謝調節に関与するといわれている。  
地球上の動物は種によってその環境に適応・した異なる機能を持つ。よって，生体にかかるメカ  
ニカルストレスへの対応も，種により異なる可能性が考えうれる。一方，一般的に形態と機能  
は密接に関係しているといわれている。従って，種によりメカニカルストレスを感知するとい  
われる骨細胞ネットワークの形態も異なる可能性が考えられる。  
これまで，骨細胞ネットワークの形態は，年齢や骨質に影響を受けると報告されている。また，  
骨細胞ネットワークの形態の種差に関する報告もなされている。しかし，これまでの種差に関  
する報告では，動物種間での年齢が統一されておらず，種による相違を正確に反映していない  
可能性がある。また，これらの報告は骨小腔の2次元的形態計測に基づくものであり，骨細胞  
突起による3次元的なネットワークの形態を捉えていない。  
骨細胞は周囲を硬い骨基質に覆われているため，骨細胞突起による3次元的なネットワークの  
形態を捉えることは困難であった。近年，我々の研究グループは，ニワトリ胚前頭骨骨細胞を  
蛍光染色し，共焦点レーザー顕微鏡を用いて，骨細胞突起を含めた骨細胞ネットワークの3次  
元的形態計測を行うことを可能にした。  
そこで本研究では骨細胞ネットワークの形態の種による相違を検討するために，骨細胞ネット  
ワークの計測部位，計測時期を動物種間で統一することとした。また，前述の手法を用いて，  
胎生期のニワトリおよびマウス頭頂骨における骨細胞突起を含めた骨細胞ネットワークの形態  
を3次元的に捉え，形態計測学的に動物種による相違を検討することとした。  
【材料ならびに方法】  
1．ニワトリおよびマウスの骨格標本の作製：胎生14日齢～生後0日齢ニワトリおよび胎生15   
日齢～生後0日齢マウスを用い，AIcianBlue8GXおよびAlizarinRedSでそれぞれ軟骨お   
よび骨を染色した骨格標本を作製した。  
2．骨細胞の蛍光染色および共焦点レーザー顕微鏡による共焦点画像の採得：胎生16日齢ニワ   
トリ，胎生17日齢マウスの頭頂骨を摘出し3％パラホルムアルデヒドで固定後，骨細胞の   
アクチン線維をTbxas Red標識ファロイジンにより蛍光染色した。その後，共焦点レーザ   
ー顕微鏡により共焦点画像を採得した。   
【結果と考察】   
本研究に参加の同意が得られた195名．のうち，測定が何らかの原因により不能であったも  
のおよび測定結束を提出しなかったものを除いた127名が最終被検者となった．   
まず，対象被検者，参加被検者，最終被検者における身長，体重，性差の比較を行ったと  
ころ身長・体重において有意差は認められなかった（身長：p＝0朋；体重：p＝0．29）．しかし，  
性差においては有意な差が認められた（性差：p＝0．006）．すなわち，対象被検者（男性173  
名，女性148名）に比較して，参加被験者（男性86名，女性109名）ならびに最終被検者  
（男性49名，√女性78名）の男性被検者が占める割合は／トさかった．顎関節クリック（男性  
17％，女性15％）の有症状率は男女で同等であったが，開口制限（男性0％，女性12％），頭  
痛（男性19％，女性36％），肩こり（男性29％，女性49％）の有症状率は女性のほうが高い傾  
向が認められた．ブラキシズム頻度に関しては，男性はスコア3（125回以上）の割合が28％  
だったのに対して，女性は10％であった．すなわち，男性に高頻度ブラキサーが多い傾向が  
認められたが，統計学的な有意差は認められなかった（Kruskal－Wallistest，p＝0．09）．   
一方，プラキシズム頻度や性差を予測因子として，顎関節症症状や頭頸背部筋の圧痛との  
関連を多変量解析で検討した結果，性差に関係なく，プラキシズム頻度と顎関節クリックの  
間に有意な関連（OR：3．74，95％cI：1．22－11．4，p＝0．02）が認められた．一方，頭痛に関しては，  
プラキシズム頻度と関係なく，性差（男性）に有意な関連（OR：2．52，95％CI：1．04－6．11，p＝0．04）  
が認められた．頭頸背部筋の圧痛に関しては，プラキシズム頻度も性差も関連が認められな  
かった．   
以上より，本研究の対象である若年者においては睡眠時ブラキシズムの多寡と顎関節クリ  
ックとの間に関連がある可能性が示唆された．しかし，本研究はある時点での横断研究であ  
り，真の因呆関係を立証するためにはコホート研究に代表される追跡調査が必要不可欠であ  
ると考えられた．   
論文 審査結 果 の 要 旨   
睡眠時プラキシズム（プラキシズム）は，古くから顎関節症や岨囁筋障害の発症  
と関連があるといわれてきた．しかしながら，臨床現場でプラキシズムを客観的に  
測定する方法が存在しなかったため，その真意は未だ明らかでない．  
本研究は，嘆筋筋活動をもとにブラキシズムの定量評価を客観的に行いうる貼付  
型プラキシズム測定装置が新しく開発されたため，それを用いて，顎関節症の好発  
年齢である若年者を対象にプラキシズム頻度を計測し，顎関節症症状との関連を検  
討したものである．まず，市内の高校1年生を対象にプラキシズム頻度の測定を行い  
ブラキシズムの分布と男女差を明らかにしている．さらにはキャリブレーションを  
行った検者による顎関節の臨床診査を行い，プラキシズム頻度と顎関節症症状や頭  
頚背部筋の圧痛との関連を多変量解析を用いて検討している．  
その結果，1）プラキシズム頻度の分布は男性に高頻度プラキサーが多い傾向が  
認められたこと，2）頭頚背部筋の圧痛に関しては，ブラキシズム頻度も性差も関  
連が認められなかったこと，3）ブラキシズムの多寡と顎関節クリックとの間に関  
連がある可能性，が示唆された．  
これらの知見は，従来の主観的手法を用いてプラキシズム診断を行った疫学研究  
とは全く異なり，客観的手法によって行われた結果であり，その信憑性は非常に高  
い．また，本研究成果がブラキシズムと顎関節症の緊密な関連を証明しうるため，  
今後の歯科医療に寄与すること多大である．よって本論文は博士（歯学）の学位授  
与に十分催するものと判断した．   
